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はじめに

平成 20年度の概算要求の特別教育研究経費で r次世代を育てる全領域デジタル教材の

展開 学校・家庭で活用できるデジタル教材の開発一」が認められ，このプロジェクト

が現在進行中である。

近年，学校へのコンピュータやネットワークの導入が進められてきたが，授業現場での

これら ICT設備の活用にはまだ多くの課題が残されている。その解決のためには，普通

の授業で簡単に使えるデジタル教材とその実践的活用方法を普及しなければならない。

大阪教育大学でも，これまでさまざまな分野で、デ、ジタル教材の制作が行われてきたが，

こうした取り組みは大学としての組織的なものとしては展開されていない。附属図書館に

より，大学の研究成果を「大阪教育大学リポジトリ」として積極的に社会に公開していこ

うという動きが始まった今，初等中等教育の現場で活用できるコンテンツを大学として組

織的に開発・展開していく時期がきたといえる。

このプロジェクトは，大阪教育大学リポジトリと連携しながら，公開可能なデジタル教

材を集中的に整備して提供していくための枠組みを作るものであり，大阪教育大学の持つ

教育支援のための教材の価値を高めるとともに，著作権処理や，情報フィードパックの仕

組みを共有化して，デ、ジタル教材を開発しやすい環境を整備することを目指している。

このプロジェクトを契機として，多くの大学構成員が大阪教育大学の特徴のあるデジタ

ル教材の制作と蓄積に参加されることを期待している。

平成 21年3月

大阪教育大学理事・副学長栗林澄夫
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